
2013年度関西学生バスケットボール新人戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 0 0 0 1 3 0 2 2 0 0 0 0
18 * 0 0 6 9 0 0 2 2 2 4 1 0 0 1
29 * 0 3 2 7 2 2 2 2 2 4 1 3 2 0
53 * 0 1 1 2 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
76 * 2 3 4 6 2 2 1 1 3 4 2 0 0 0
3 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 2 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 3 2 2 0 0 0 0 0 1 0 0
10 0 0 0 0 2 2 2 3 0 1 1 0 0 0 0
12 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 1 3 7 2 2 3 0 6 6 1 6 1 0
20 0 2 7 3 8 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
24 0 0 1 3 7 2 2 1 2 2 4 0 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 0 11 18 2 5 3 0 5 5 1 1 0 0
7 * 3 5 3 9 1 2 3 1 0 1 2 1 0 0
8 * 0 0 5 6 1 3 4 2 7 9 2 3 0 0
37 * 1 2 2 5 0 2 5 1 2 3 2 4 0 0
55 * 1 3 1 9 0 0 3 0 4 4 2 2 0 0
20 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
30 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
91 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 2 2 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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戦評
総括
　高さを中心としたプレイが持ち味の京都産業大学と、高さはないが、機動力を生かしたプレイが持ち味の同志社
大学の一戦は、堅いディフェンスで、京都産業大学の持ち味の高さを封じ込め、走り勝った同志社が、第2ピリオド
から、一気に抜け出し、勢いを残したまま後半へ繋ぎ74-63で勝利し、ベスト4進出を決めた。
第1ピリオド
　試合開始とともに激しいディフェンスでお互い点を与えない。高さで勝る京産大が、#6井林、#8森岡のリバウンド
シュートやポストプレイ等で、得点を重ねると、同志社は、#14高山を中心とした、速い展開からのアウトサイドシュー
ト等の機動力を生かしたプレイで得点を重ね、お互いの持ち味が十分に発揮された展開が続く。そして、お互い譲
らない展開が続くまま、17-17で、第一ピリオドを終える。
第2ピリオド
　お互い激しい守り合いの中で、同志社の得意の速攻で6連続得点でリードする。流れを変えたい京産大は、#6井
林のポストプレイで第2ピリオド最初の得点を取るが、同志社の堅いディフェンスに阻まれ、なかなか得点を重ねる
ことができず、28-19とリードを広げられる。しかし、このままではいられない京産大は、エース#55小林を起点に、高
さを活かしたプレイで得点を重ねるが、なかなか得点が伸びず、ミスが続き、さらに、同志社#18井島にブザービー
トを決められ、35-25で第2ピリオドを終える。
第3ピリオド
　京産大は、フリースローと、#37大西のスピードあるドライブ、#6井林のバスケットカウントで先制する。一方、同志
社もフリースローと、#14高山の巧みなハンドリングを活かした、トリッキーなパスからの得点などで、得点を重ね、お
互い一歩も譲らない展開が続く。しかし、またもや京産大は、同志社の堅いディフェンスに阻まれ、なかなか得点を
決めることができず、同志社に次々と得点を決められ、45-33とリードを広げられる。しかし、京産大もなんとか流れ
を変えようと、#8森岡の連続得点などで得点を重ね、リードを詰めるが、同志社#76佐藤にブザービーターの3P
シュートを決められ、54-45で第3ピリオドを終える。
第4ピリオド
　お互いに隙を見せず、激しい守り合いが続く。その中、同志社#14高山のレイアップ、#76佐藤のフリースローで
得点を重ね、同志社が流れを掴みかける。しかし、京産大もここで意地を見せ、#6井林のポストプレイ、#55小林の
ジャンプシュート、#7野末の3Pシュートで反撃にかかる。しかし、京産大のミスが目立ちはじめた。同志社#24石塚
のミドルシュート、#29川武の連続得点、#20高野の3Pシュートなどで、完全に同志社が主導権を握る。京産大の高
さを持ち味とした激しいディフェンスを封じ込めた同志社大学が74-63で勝利を飾った。
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